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• HSTデータを用いて、pixel-by-pixelでSED fittingして、星質量を算出。
• それを銀河全体でのSED fittingから求めた星質量と比較。
• �銀河全体で求めた星質量は空間分解して積算した値よりも小さめに出る。

• 特にhigh sSFR銀河で。� high-zで顕著になる。

空間分解の度合いによって銀河の星質量推定は影響されるか？

Spatially-resolved Ms and SFR distribution

空間分解の有無によるMsの比較。
High sSFRで違いが顕著。

Fig2の違いを補正した場合の、
銀河全体でのMain sequence。

補正を加えると、星形成率密度進化
ともよく合うようになる。

Outshining：
低分解能やbinningにより低質量星
の寄与が埋もれて、SED fittingがOB

型星 (小M/L) に偏ってしまう効果。


